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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光を投光する発光部と、該発光部より投光された光を反射する複数の可動な領域からな
るリフレクタと、を有するフラッシュと、
　被写体を撮像して撮影画像を取得する撮像部と、
　前記撮像部に、被写体へ前記光を投光した撮影画像を取得させるように、前記フラッシ
ュと共に前記撮像部を制御する制御部と、
　を備え、
　前記リフレクタは、前記複数の可動な領域を各々独立に向きを変化させることで反射す
る光の光量を調整する光量調整手段を備え、
　前記制御部は、前記被写体へ前記光を投光した撮影画像を取得する際に、前記被写体が
複数の異なる距離に存する場合、前記複数の被写体各々に対応して、前記撮像部が取得す
る撮影範囲内の前記光の光量を部分的に調整させるように、前記光量調整手段を制御する
　ことを特徴とする、撮像装置。
【請求項２】
　前記光量調整手段は、前記発光部より投光される光を反射する反射率を調整することに
より、光量を調整する
　ことを特徴とする、請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記光量調整手段は、前記発光部より投光される光を反射する方向を変化させることに
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より、光量を調整する
　ことを特徴とする、請求項１に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記被写体との距離を測定する測距手段を備え、
　前記制御手段は、前記測距手段で測定した距離に基づき、前記距離が近い場合よりも遠
い場合に、前記光の光量を低減させるように、前記光量調整手段を制御する
　ことを特徴とする、請求項１乃至請求項３の内の何れか１項に記載の撮像装置。
【請求項５】
　所定の被写体を検出する所定被写体検出手段を備え、
　前記制御手段は、前記所定被写体検出手段で検出した所定の被写体以外への前記光の光
量を低減させるように、前記光量調整手段を制御する
　ことを特徴とする、請求項１に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記撮像部の取得する撮影画像の輝度分布を検出する輝度分布検出手段を備え、
　前記制御手段は、前記輝度分布検出手段で検出した輝度分布に基づき、高輝度部分への
光の光量を低減させるように、前記光量調整手段を制御する
　ことを特徴とする、請求項１に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記光量調整手段は、空間光変調素子である
　ことを特徴とする、請求項１乃至請求項６の内の何れか１項に記載の撮像装置。
【請求項８】
　光を投光する発光部と、該発光部より投光された光を反射する複数の可動な領域からな
るリフレクタと、を有するフラッシュと、被写体を撮像して撮影画像を取得する撮像部と
、前記撮像部に、被写体へ前記光を投光した撮影画像を取得させるように、前記フラッシ
ュと共に前記撮像部を制御する制御部と、を備え、前記リフレクタは、前記複数の可動な
領域を各々独立に向きを変化させることで反射する光の光量を調整する光量調整手段を備
えた撮像装置の撮影方法であって、
　前記被写体へ前記光を投光した撮影画像を取得する際に、前記被写体が複数の異なる距
離に存する場合、前記制御部が、前記複数の被写体各々に対応して、前記撮像部が取得す
る撮影範囲内の前記光の光量を調整させるように、前記光量調整手段を制御する制御工程
　を備える
　ことを特徴とする、撮影方法。
【請求項９】
　光を投光する発光部と、該発光部より投光された光を反射する複数の可動な領域からな
るリフレクタと、を有するフラッシュと、被写体を撮像して撮影画像を取得する撮像部と
、前記撮像部に、被写体へ前記光を投光した撮影画像を取得させるように、前記フラッシ
ュと共に前記撮像部を制御する制御部と、を備え、前記リフレクタは、前記複数の可動な
領域を各々独立に向きを変化させることで反射する光の光量を調整する光量調整手段を備
えた撮像装置のコンピュータで実行されるプログラムであって、
　前記コンピュータに、
　前記被写体へ前記光を投光した撮影画像を取得する際に、前記被写体が複数の異なる距
離に存する場合、前記制御部が、前記複数の被写体各々に対応して、前記撮像部が取得す
る撮影範囲内の前記光の光量を調整させるように、前記光量調整手段を制御する制御機能
　を実現させるためのプログラム。
　
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光部と該発光部より投光された光を反射するリフレクタとを有するフラッ
シュを備えた撮像装置、撮影方法、及びそのプログラムに関する。
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【背景技術】
【０００２】
　従来、特許文献１に記載されている通り、リフレクタに特殊な加工を施すことにより、
フィルタを使用することなく色温度を変換するフラッシュが存在した。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－５１３２６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このようにフラッシュ装置には様々な工夫が提案されている。しかしながら、発光時の
光量調整については具体的な解決策は少なく、撮影環境等に応じて撮影者が判断し、最適
なフラッシュを選択し、その都度交換しなくてはならないという問題があった。
【０００５】
　本発明は、上記に鑑みたものであり、フラッシュの光量調整に際し、撮影環境に合わせ
て交換する必要が無いようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決する為、請求項１に記載の発明は、光を投光する発光部と、該発光部よ
り投光された光を反射する複数の可動な領域からなるリフレクタと、を有するフラッシュ
と、被写体を撮像して撮影画像を取得する撮像部と、前記撮像部に、被写体へ前記光を投
光した撮影画像を取得させるように、前記フラッシュと共に前記撮像部を制御する制御部
と、を備え、前記リフレクタは、前記複数の可動な領域を各々独立に向きを変化させるこ
とで反射する光の光量を調整する光量調整手段を備え、前記制御部は、前記被写体へ前記
光を投光した撮影画像を取得する際に、前記被写体が複数の異なる距離に存する場合、前
記複数の被写体各々に対応して、前記撮像部が取得する撮影範囲内の前記光の光量を部分
的に調整させるように、前記光量調整手段を制御する、撮像装置とした。
　請求項２に記載の発明は、前記光量調整手段は、前記発光部より投光される光を反射す
る反射率を調整することにより、光量を調整することを特徴とする、請求項１に記載の撮
像装置とした。
　請求項３に記載の発明は、前記光量調整手段は、前記発光部より投光される光を反射す
る方向を変化させることにより、光量を調整することを特徴とする、請求項１に記載の撮
像装置とした。
　請求項４に記載の発明は、前記被写体との距離を測定する測距手段を備え、前記制御手
段は、前記測距手段で測定した距離に基づき、前記距離が近い場合よりも遠い場合に、前
記光の光量を低減させるように、前記光量調整手段を制御することを特徴とする、請求項
１乃至請求項３の内の何れか１項に記載の撮像装置とした。
　請求項５に記載の発明は、所定の被写体を検出する所定被写体検出手段を備え、前記制
御手段は、前記所定被写体検出手段で検出した所定の被写体以外への前記光の光量を低減
させるように、前記光量調整手段を制御することを特徴とする、請求項１に記載の撮像装
置とした。
　請求項６に記載の発明は、前記撮像部の取得する撮影画像の輝度分布を検出する輝度分
布検出手段を備え、前記制御手段は、前記輝度分布検出手段で検出した輝度分布に基づき
、高輝度部分への光の光量を低減させるように、前記光量調整手段を制御することを特徴
とする、請求項１に記載の撮像装置とした。
　請求項７に記載の発明は、前記光量調整手段は、空間光変調素子であることを特徴とす
る、請求項１乃至請求項６の内の何れか１項に記載の撮像装置とした。
　請求項８に記載の発明は、光を投光する発光部と、該発光部より投光された光を反射す
る複数の可動な領域からなるリフレクタと、を有するフラッシュと、被写体を撮像して撮
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影画像を取得する撮像部と、前記撮像部に、被写体へ前記光を投光した撮影画像を取得さ
せるように、前記フラッシュと共に前記撮像部を制御する制御部と、を備え、前記リフレ
クタは、前記複数の可動な領域を各々独立に向きを変化させることで反射する光の光量を
調整する光量調整手段を備えた撮像装置の撮影方法であって、前記被写体へ前記光を投光
した撮影画像を取得する際に、前記被写体が複数の異なる距離に存する場合、前記制御部
が、前記複数の被写体各々に対応して、前記撮像部が取得する撮影範囲内の前記光の光量
を調整させるように、前記光量調整手段を制御する制御工程を備えることを特徴とする、
撮影方法とした。
　請求項９に記載の発明は、光を投光する発光部と、該発光部より投光された光を反射す
る複数の可動な領域からなるリフレクタと、を有するフラッシュと、被写体を撮像して撮
影画像を取得する撮像部と、前記撮像部に、被写体へ前記光を投光した撮影画像を取得さ
せるように、前記フラッシュと共に前記撮像部を制御する制御部と、を備え、前記リフレ
クタは、前記複数の可動な領域を各々独立に向きを変化させることで反射する光の光量を
調整する光量調整手段を備えた撮像装置のコンピュータで実行されるプログラムであって
、前記コンピュータに、前記被写体へ前記光を投光した撮影画像を取得する際に、前記被
写体が複数の異なる距離に存する場合、前記制御部が、前記複数の被写体各々に対応して
、前記撮像部が取得する撮影範囲内の前記光の光量を調整させるように、前記光量調整手
段を制御する制御機能を実現させるためのプログラムとした。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、フラッシュの光量調整に際し、撮影環境に合わせて交換する必要が無
いようにすることが出来る。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明に係る撮像装置の電気的構成を示すブロック図である。
【図２】本発明に係る撮像装置１００の処理の流れを示すフローチャートである。
【図３】本発明の具体例を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
（第１実施例）
　以下に、本発明に係る第１実施例について説明する。
【００１０】
＜１－１．回路構成＞
　図１は、本発明に係る撮像装置１００の電気的構成を示すブロック図である。
【００１１】
　撮像装置１００は、フラッシュ１０、情報処理領域２０、記録領域３０、撮像部４１、
測距部４２、撮像光学部５０、メイン表示部６１、メイン表示制御部６２、操作入力領域
７０、及び、計時部８１、を備えている。
　撮像装置１００は、上記各部をバスラインＢＬを介して接続している。
【００１２】
　フラッシュ１０は、発光部１１、リフレクタ１２、発光駆動部１３、及び、光量低減設
定部１４、を備えている。
【００１３】
　情報処理領域２０は、制御部２１、発光制御部２２、画像圧縮部２３、及び、撮像処理
部２４、を備えている。
【００１４】
　記録領域３０は、一時記録装置３１、保存記録装置３２、外部記録装着部３３、及び、
外部記録装置３４、を備えている。
【００１５】
　撮像光学部５０は、フォーカスレンズ５１、ズームレンズ５２、コーティングレンズ５
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３、フォーカスレンズ移動部ＦＭ、及び、ズームレンズ移動部ＺＭ、を備えている。
【００１６】
　操作入力領域７０は、撮影指示部７１、移動操作部７２、決定指示部７３、メニュー操
作部７４、モード設定部７５、及び、電源操作部７６、を備えている。
【００１７】
［制御部］
　撮像装置１００は、バスラインＢＬを介して各部に接続された制御部２１を備えている
。
　制御部２１は、撮像装置１００の各部を制御するＭＰＵ（Ｍｉｃｒｏ　Ｐｒｏｃｅｓｓ
ｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）である。
　この制御部２１は、複数のチップから構成されていても構わない。
【００１８】
［一時記録装置］
　一時記録装置３１は、制御部２１等で処理する各種データを仮に記録しておくための、
揮発性の記録装置である。
　一時記録装置３１は、ＤＲＡＭ、ＳＲＡＭ、の内の何れか１つであって構わない。
［保存記録装置］
　保存記録装置３２は、制御部２１等で各種データを処理するための各種プログラムや各
種設定等を記録しておくための、不揮発性の記録装置である。
　保存記録装置３２は、フラッシュＥＥＰＲＯＭ（フラッシュメモリ）、ＦｅＲＡＭ、Ｍ
ＲＡＭ、ＲｅＲＡＭ、ＰＲＡＭ、の内の何れか１つであって構わない。
【００１９】
［撮像光学部］
　撮像光学部５０は、光学部材を実装するレンズユニットである。
　撮像光学部５０は、フォーカスレンズとズームレンズとを備える。
［フォーカスレンズ］
　フォーカスレンズ５１は、フォーカスレンズ移動部ＦＭにより移動される。
　フォーカスレンズ移動部ＦＭは、フォーカスレンズを移動制御するモータを備える。
［ズームレンズ］
　ズームレンズ５２は、ズームレンズ移動部ＺＭにより移動される。
　ズームレンズ移動部ＺＭは、ズームレンズを移動制御するモータを備える。
［コーティングレンズ］
　コーティングレンズ５３は、撮像光学部５０の最前面に搭載されている光学部材であり
、被写体方向前側表面に特殊コーティングが施されている。
　これにより、コーティングレンズ５３は、撮像後学部５０への入射光の反射を低減出来
る。
【００２０】
［撮像部］
　撮像部４１は、撮像光学部５０を通して、被写体ＯＢの光像を撮像する。
　撮像部４１は、この被写体ＯＢの光像を光電変換して光電変換信号を取得する撮像素子
を備える。
　撮像素子は、ＣＭＯＳイメージセンサ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａｌ　Ｏ
ｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ　Ｉｍａｇｅ　Ｓｅｎｓｏｒ）、又は、ＣＣＤイ
メージセンサ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｉｍａｇｅ　Ｓｅｎｓｏ
ｒ）の何れか１つであって構わない。
　撮像素子がＣＭＯＳイメージセンサである場合、このＣＭＯＳイメージセンサは、表面
照射型、又は、裏面照射型の何れか１つであって構わない。
　同様にして、このＣＭＯＳイメージセンサは、確率的論理型（Ｐｒｏｂａｂｉｌｉｓｔ
ｉｃ）のであって構わない。
　ここでは、撮像素子は、ＣＭＯＳイメージセンサとする。
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　そしてこのＣＭＯＳイメージセンサは、表面照射型とする。
　撮像部４１は、光電変換信号をＡＥ（自動露出補正）処理等に伴い増幅して得たアナロ
グデータを、デジタルデータに変換するＡ／Ｄ変換部（ＡＤＣ）を備えている。
　このデジタルデータは、ＲＧＢデータである。
　ここでＲＧＢデータは、ＲＡＷデータである。
【００２１】
［撮像処理部］
　撮像処理部２４は、ＲＧＢデータから、適宜画像処理を施したＹＵＶデータを生成する
。
【００２２】
［画像圧縮部］
　画像圧縮部２３は、ＹＵＶデータから、ＪＰＥＧデータ等の撮影画像データを生成する
。
　ＪＰＥＧデータとは、ＪＰＥＧ（Ｊｏｉｎｔ　ＰｈｏｔｏｇｒａｐｈｉｃＥｘｐｅｒｔ
　Ｇｒｏｕｐ）が作成した規格に則り圧縮された画像データである。
　ここでは、撮影画像データはＪＰＥＧデータとする。
【００２３】
［外部記録装着部］
　外部記録装着部３３は、外部記録装置３４を撮像装置１００に装着するための接続部で
ある。
　外部記録装着部３３は、外部記録装置３４の着脱状態を検知する着脱検知部を備えてい
ても良い。
【００２４】
［外部記録装置］
　外部記録装置３４は、外部記録装着部３３に装着されて情報を記録可能な不揮発性の記
録媒体である。
　外部記録装置３４は、画像圧縮部２３で生成された撮影画像データを記録する。
　外部記録装置３４は、ＳＤメモリカードやＵＳＢメモリなどのフラッシュＥＥＰＲＯＭ
（フラッシュメモリ）、ＦｅＲＡＭ、ＭＲＡＭ、ＲｅＲＡＭ、ＰＲＡＭ、又は、ＤＶＤ等
の相記録媒体の内の何れか１つであって構わない。
　ここでは、外部記録装置３４は、フラッシュＥＥＰＲＯＭとする。
【００２５】
［メイン表示部］
　メイン表示部６１は、各種データに基づき、各種の画像や情報を表示する。
　一例を挙げると、メイン表示部６１は、撮像部４１で撮像して得た撮影画像データを撮
影画像として表示する。
［メイン表示制御部］
　メイン表示制御部６２は、メイン表示部６１に各種データに基づき、各種画像や情報を
表示させるように制御する。
【００２６】
［測距部］
　測距部４２は、被写体ＯＢまでの距離を測定する。
　測距部４２は、位相差センサ、赤外線測距センサ、レーザー測距センサ、ＵＷＢ（Ｕｌ
ｔｒａ　Ｗｉｄｅ　Ｂａｎｄ）測距センサ、超音波測距センサ、の内の１つであって構わ
ない。
　ここでは、測距部４２は、位相差センサとする。
【００２７】
　コントラストＡＦ方式で被写体にピントを合わせる場合等においては、測距部４２は、
制御部２１等に備えられていても構わない。
　この場合、被写体ＯＢまでの距離は、ズームレンズ５２とフォーカスレンズ５１との位
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置に基づき求める。
【００２８】
［フラッシュ］
　フラッシュ１０は、撮像装置１００による被写体ＯＢの撮影のための補助光を、被写体
ＯＢに向けて照射する。
【００２９】
［発光部］
　発光部１１は、キセノンランプ、ＬＥＤ、又はキセノンランプとＬＥＤとの組み合わせ
、の内の１つであって構わない。
　ここでは、発光部１１は、キセノンランプであるとする。
【００３０】
［リフレクタ］
　リフレクタ１２は、発光部１１から放射された光を所定の方向に反射する部材である。
　リフレクタ１２は、その光の反射に伴う光量低減に係る光量低減率を調整することがで
きる。
　この部品は、例えば特願２００８－２５００９８号に開示されている方法で製造しても
構わない。
　また、この部品は、例えばＤＭＤ（テキサス・インスツルメンツ社の登録商標）のよう
な空間光変調素子であっても構わない。
　ＤＭＤは、光の進む方向を制御するデバイスであるが、これにより、被写体方向へ集光
される光の光量を低減することができるので、これにより光量低減率を調整することが可
能であるからである。
　つまり、このリフレクタは、発光部よりの光を反射する反射率を低減することにより、
光量を低減するのみならず、発光部よりの光を反射する方向を変化することにより、光量
を低減するようにしても構わない。
【００３１】
［発光駆動部］
　発光駆動部１３は、発光部１１を発光させるように、発光部１１を駆動する。
［光量低減設定部］
　光量低減設定部１４は、リフレクタ１２の光量低減率を設定する。
【００３２】
［発光制御部］
　発光制御部２２は、発光駆動部１３を介して発光部１１の発光を制御する。
　発光制御部２２は、ガイドナンバーに基づき発光量を決定する。
【００３３】
［計時部］
　計時部８１は、現在時刻を計時する。
　計時部８１は、水晶振動子を用いた水晶時計（クォーツ時計）、原子時計、の内の一つ
であって構わない。
【００３４】
　計時部８１は、計時補正用の外部信号を受信する補正受信部を備えていても構わない。
【００３５】
［撮影指示部］
　ここでは、撮影指示部７１は、半押し全押しを押し分け可能な釦式スイッチとする。
　つまりここでは、撮影指示部７１は、シャッター釦である。
［移動操作部］
　移動操作部７２は、例えば、撮像装置１００に各種設定を行う際、入力カーソルを移動
する。
　移動操作部７２は、上下左右の４方向や８方向を入力可能である、釦式スイッチ・レバ
ー式スイッチ・半導体圧力センサなどのタッチセンサ・光位置センサの内の１つであって
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構わない。
　ここでは、移動操作部７２は、上下左右の方向を入力可能な１組の釦とする。
［決定指示部］
　決定指示部７３は、所定の入力状態において、撮影者による入力決定の指示を受ける。
　ここでは、決定指示部７３は、押下を検出する釦式のスイッチとする。
【００３６】
［メニュー操作部］
　メニュー操作部７４は、所定の状態において、撮影者による後述するメニュー画面の表
示指示を受ける。
　ここでは、メニュー操作部７４は、押下を検出する釦式のスイッチとする。
【００３７】
［モード設定部］
　モード設定部７５は、撮影者による、後述する撮影モード、再生モードの切り替え指示
を受ける。
　ここでは、モード設定部７５は、スライド式のスイッチとする。
［電源操作部］
　電源操作部７６は、撮影者による撮像装置１００の電源ＯＮ／ＯＦＦの指示を受ける。
　ここでは、電源操作部７６は、押下を検出する釦式のスイッチとする。
【００３８】
　電源操作部７６の押下に基づき電源をＯＦＦが指示された場合には、現在の撮像装置１
００に係る各設定の状態を、ラストメモリとして保存記録装置３２に記録した後に電源を
ＯＦＦするように構成（ラストメモリ機能）することが望ましい。
　そして、次回電源ＯＮが指示された場合には、この保存記録装置３２に記録されたラス
トメモリを読み出し、各設定を自動的に再設定するように構成することが望ましい。
　また、保存記録装置３２に記録されたラストメモリを読み出し各設定を再設定するか否
かを、電源ＯＮ時に使用者に問い合わせるように構成しても良い。
　また、保存記録装置３２に記録されたラストメモリを読み出し各設定を再設定するか否
かを、事前に使用者により設定しておくように構成しても良い。
【００３９】
　モード設定部７５は、電源操作部７６を兼ねても構わない。
【００４０】
［操作入力領域］
　操作入力領域７０は、図１に図示したとおり、所定の操作入力を行う入力部を１つにま
とめた領域である。
　操作入力領域７０に属する入力部は、夫々、物理的にも電気的にも、独立して構成して
も、複数組み合わせて構成しても構わない。
　また、１つの入力部が複数の入力部の機能を備える構成としても構わない。
　また、この領域に属する入力部は、適宜、トグルスイッチ、スナップスイッチ、タクト
スイッチ、押しボタンスイッチ、スライドスイッチ、ロータリースイッチ、タッチパネル
、等のスイッチの内の一つに置き換えられても構わない。
【００４１】
［記録領域］
　記録領域３０は、所定の記録部を１つにまとめた領域である。
　記録領域３０に属する記録部は、夫々、物理的にも電気的にも、独立して構成しても、
複数組み合わせて構成しても構わない。
　また、１つの記録部が複数の記録部の機能を備える構成としても構わない。
【００４２】
［情報処理領域］
　情報処理領域２０は、所定の情報の処理部を１つにまとめた領域である。
　情報処理領域２０に属する処理部は、夫々、物理的にも電気的にも、独立して構成して
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も、複数組み合わせて構成しても構わない。
　また、１つの処理部が複数の処理部の機能を備える構成としても構わない。
【００４３】
＜１－２．フローチャート＞
　図２は、本発明に係る撮像装置１００の処理の流れを示すフローチャートである。
　撮像装置１００がオフ状態である場合に電源操作部７６が押下されると、この撮像装置
１００の電源がオン状態に遷移する。
　この時、モード設定部７５で設定されている動作モードで、この撮像装置１００が起動
する。
　この撮像装置１００の起動後、モード設定部７５を操作することで、動作モードを変え
ることも可能である。
　以上の流れで、動作モードが「撮影モード」に設定されると、図２に係るフローチャー
トが実行開始される。
【００４４】
［ステップＳ０１：制御部で撮影モード設定読み出し］
　制御部２１は、撮影モードにおける各種設定を、保存記録装置３２より読み出し、各種
設定を行なう。
　この各種設定は、前記したラストメモリを含む。
　またこの各種設定は、ズームレンズ位置を含む。
　フローチャートは、ステップＳ０２に進む。
【００４５】
［ステップＳ０２：メニュー操作部でメニュー表示指示？］
　メニュー操作部７４が操作されることを通じてメニュー表示の指示された場合、フロー
チャートは、ステップ１９に進む。
　そうではない場合、フローチャートは、ステップＳ０３に進む。
【００４６】
［ステップＳ０３：ライブビュー画像撮影処理］
　制御部２１は、メイン表示部６１にてライブビュー画像を表示するために、撮像部４１
に撮影を行わせる指示を出力する。
　その結果、情報処理領域２０は、ライブビュー画像を生成する。
　フローチャートは、ステップＳ０４に進む。
【００４７】
［ステップＳ０４：ライブビュー画像表示設定処理］
　制御部２１は、ライビュビュー画像をメイン表示部６１に表示させるにあたり、ライブ
ビュー画像に重畳して表示する各種情報を設定する。
　この情報は、例えばフォーカス枠、外部記録装置３４に記録可能な撮影画像の枚数、現
在の状態で撮影指示を行った場合、どのような撮影条件で撮影画像が撮影されるのかを示
す、ＩＳＯ感度、シャッター速度、露出値、等を含む。
　フローチャートは、ステップＳ０５に進む。
【００４８】
［ステップＳ０５：メイン表示部にライブビュー画像表示］
　情報処理領域２０は、取得したライブビュー画像及び前記情報をメイン表示制御部６２
へ出力する。
　メイン表示制御部６２は、このライブビュー画像に、この情報を重畳した表示画像を、
メイン表示部６１に表示させるように、メイン表示部６１を制御する。
　フローチャートは、ステップＳ０６に進む。
【００４９】
［ステップＳ０６：半押しフラグＳ１オン？］
　一時記録装置３１に、半押しフラグＳ１を記録する半押しフラグテーブルが設けられて
いる。
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　半押しフラグＳ１が「オン」である場合に、フローチャートは、ステップＳ１２に進む
。
　そうではない場合に、フローチャートは、ステップＳ０７に進む。
【００５０】
［ステップＳ０７：撮影指示部で半押し検出？］
　撮影指示部７１の状態を検出する。
　半押しを検出した場合に、フローチャートは、ステップＳ０８に進む。
　そうではない場合に、フローチャートは、ステップＳ１１に進む。
【００５１】
［ステップＳ０８：半押しフラグＳ１オン］
　制御部２１は、一時記録装置３１内の半押しフラグテーブルに、フラグ「オン」を書き
込む。
　フローチャートは、ステップＳ０９に進む。
【００５２】
［ステップＳ０９：基本撮影条件設定処理］
　制御部２１は、測距部４２、撮像部４１の内の少なくとも１つを用いて、被写体ＯＢま
での距離を測定する。
　制御部２１は、測定した距離に基づき、オートフォーカス処理（ＡＦ処理）を行なう。
　このオートフォーカス処理により、フォーカスレンズの位置、絞り、ＩＳＯ感度、シャ
ッタースピード、等が定まる。
　フローチャートは、ステップＳ１０に進む。
【００５３】
［ステップＳ１０：光量低減率設定処理］
　制御部２１は、この測定した距離に基づき、光量低減設定部１４に、リフレクタの光量
低減率を設定する。
　より具体的には、制御部２１は、測定した距離がより遠い場合に、リフレクタの光量低
減率を低く設定（つまりリフレクタの反射率を高く設定）する。
　また、制御部２１は、測定した距離がより近い場合に、リフクレタの光量低減率を高く
設定（つまりリフレクタの反射率を低く設定）する。
　測定した距離と、リフレクタの光量低減率と、の関係は、保存記録装置３２に対応付け
られて記録されており、制御部は、この記録に基づきリフレクタの光量低減率を設定する
ものとする。
　このように、前記測距手段で測定した距離に基づき、前記距離が近い場合よりも近い場
合に、前記制御部は、前記光の光量を低減させるように、前記光量低減手段を制御するよ
うに構成することにより、部品を交換せずに、フラッシュの発光光量をより好適に設定変
更することが出来る。
　より詳しくは、距離が近いほど暗く、距離が遠いほど明るく、フラッシュを発光するこ
とになるので、撮像装置１００に、通常よりも大きなガイドナンバーのフラッシュを搭載
することで、より遠くまでフラッシュの光を投光できるようになると共に、近くにおいて
も問題なくフラッシュを投光できるというメリットある。
　フローチャートは、ステップＳ１１に進む。
【００５４】
［ステップＳ１１：撮影モード終了？］
　電源操作部７６の操作による電源オフ指示、又は、モード設定部７５の操作による動作
モードの変更指示、があった場合に、フローチャートは、エンドに進み、ひとまずフロー
チャートを終了する。
　そうではない場合に、フローチャートは、ステップＳ０２に進む。
【００５５】
［ステップＳ１２：撮影指示部で半押し維持？］
　撮影指示部７１の状態を検出する。
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　半押し維持を検出した場合に、フローチャートは、ステップＳ１４に進む。
　そうではない場合に、フローチャートは、ステップＳ１３に進む。
【００５６】
［ステップＳ１３：半押しフラグＳ１オフ］
　制御部２１は、一時記録装置３１内の半押しフラグテーブルに、フラグ「オフ」を書き
込む。
　フローチャートは、ステップＳ１４に進む。
【００５７】
［ステップＳ１４：撮影指示部で全押し検出？］
　撮影指示部７１の状態を検出する。
　全押し維持を検出した場合に、フローチャートは、ステップＳ１５に進む。
　そうではない場合に、フローチャートは、ステップＳ１１に進む。
【００５８】
［ステップＳ１５：記録用画像撮影処理］
　制御部２１は、外部記録装置３４に記録用画像を記録するために、撮像部４１に撮影を
行わせると共に、発光部１１に発光を行なわせるように発光駆動部１３に発光を駆動させ
る、指示を出力する。
　その結果、情報処理領域２０は、記録用画像を生成する。
　フローチャートは、ステップＳ０４に進む。
【００５９】
［ステップＳ１６：外部記録装置に記録用画像の記録］
　情報処理領域２０が生成した記録用画像を、外部記録装置３４に記録する。
　フローチャートは、ステップＳ１７に進む。
【００６０】
［ステップＳ１７：メイン表示部に記録した記録用画像の確認表示］
　外部記録装置３４に記録した、記録用画像を、メイン表示部６１に、使用者の確認のた
め、所定時間の間確認表示を行なう。
　フローチャートは、ステップＳ１８に進む。
【００６１】
［ステップＳ１８：半押しフラグＳ１オフ］
　制御部２１は、一時記録装置３１内の半押しフラグテーブルに、フラグ「オフ」を書き
込む。
　フローチャートは、ステップＳ１１に進む。
【００６２】
＜１－３．具体例＞
　図３は、本発明の具体例を示す説明図である。
　被写体（ａ）は、被写体（ｂ）より近くに位置している。
　被写体（ｂ）は、被写体（ｃ）より近くに位置している。
　発光駆動部１３は、この図においては、発光駆動部Ｖａ１、発光駆動部Ｖａ２、発光駆
動部Ｖａ３、・・・、発光駆動部ＶａＸ、・・・、より構成されている。
　リフレクタは、複数の領域に分割されており、夫々、発光駆動部ＶａＸと１対１に対応
して構成されている。
　このように構成することで、各被写体に好適な光量で投光することが可能となる。
【００６３】
（他の実施例）
　なお、撮像装置１００は、ライブビュー画像から被写体の注目部分（例えば人物の顔）
を検出する注目検出機能を有していても良い。
　そして更に、この注目部分を検出した場合に、注目部分と比較して、フラッシュ１０に
より、この注目部分以外へ投光する光の光量を低減するように構成しても構わない。
　また、特定の人物の顔を保存記録装置３２に記録しておき、この特定の人物の顔のみ、
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注目部分として認識するように構成しても構わない。
　このように構成することで、注目部分を他より明瞭にした記録用画像を取得することが
出来る。
【００６４】
　なお、撮像装置１００は、ライブビュー画像の輝度度数分布を検出する分布検出機能を
有していても良い。
　そして更に、この輝度度数分布において、フラッシュ１０により、低輝度部分と比較し
て、高輝度部分へ投光する光の光量を低減するように構成しても構わない。
　このように構成することで、高輝度部分と低輝度部分との輝度の差が少なくなり、画像
全体の輝度差が比較的少ない記録用画像を得ることが出来る。
【００６５】
　なお、撮像装置１００は、ライブビュー画像における被写体ＯＢの動きを検出する動き
検出機能を有していても良い。
　そして更に、この被写体の所定以上の動きを検出した場合に、フラッシュ１０により、
動きを検出した領域と比較して、それ以外の領域へ投光する光の光量を低減するように構
成しても構わない。
　このように構成することで、被写体ＯＢの動きをより明確にした記録用画像を取得する
ことが出来る。
【００６６】
　なお、リフレクタ１２は、発光部１１よりの光において、異なる波長の光を異なる低減
量で、光の光量を低減するように構成しても構わない。
　このようなリフレクタ１２を実現するには、例えば、前記した特願２００８－２５００
９８号に開示した素材を用いればよい。
【００６７】
　なお、発光部１１の固体差に係る補正データを、前記保存記録装置３２に記録しておく
ように構成しても構わない。
　この補正データは、工場出荷時に、メーカで測定した結果を記録したものである。
　修理を行い、発光部１１を交換する場合には、この補正データも書き換える。
　制御部２１は、この補正データに基づき、光の発光光量を調整するように、光量低減設
定部１４に設定を指示するように構成しても構わない。
　また、この制御は、発光制御部２２が行っても、発光制御部２２と制御部２１とで一緒
に行なっても、構わない。
　このように構成することで、発光部１１の個体差に左右されずに、よりメーカの設計に
かなった記録用画像を取得することが出来る。
【００６８】
　なお、発光部は、ＬＥＤとキセノンランプとを、使用者の選択設定により切り替え可能
に構成されていても良い。
　これにより、より所望の記録用画像を取得することが出来る。
【００６９】
　なお、光量低減設定部１４は、計時部８１で計時している時間に基づき、設定する光量
を調整するように構成しても構わない。
　より具体的には、フラッシュ１０よりの光を、夜は明るく、昼は暗く、するように光量
低減するように構成しても構わない。
【００７０】
　なお、本発明は、デジタル及びアナログのスチルカメラ及びビデオカメラ、又はカメラ
を搭載した携帯電話やＰＤＡなどの電子機器を含む、撮像装置に適用出来る。
【符号の説明】
【００７１】
１１　　　　　　発光部
１２　　　　　　リフレクタ
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１３　　　　　　発光駆動部
１４　　　　　　光量低減設定部
２０　　　　　　情報処理領域
２１　　　　　　制御部
２２　　　　　　発光制御部
３０　　　　　　記録領域
３１　　　　　　一時記録装置
３２　　　　　　保存記録装置
３３　　　　　　外部記録装着部
３４　　　　　　外部記録装置
４１　　　　　　撮像部
４２　　　　　　測距部
７１　　　　　　撮影指示部

【図１】 【図２】
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